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マルチホスト形ネットワークシステム開発上の要件
GeneralReview of Development TechnologY for

MultiNetwork SYStem

段近のオンラインシステムの普及は目ノ覚ましく,適用業務領地の多様化とあいま

って,複数のホストコンピュータを接続したネ､ソトワ【クシステムが強く望まれ,

実用化されつつある｡これに対して日立製作所では,ネットワーク体系"HNA”の思

想に基づくハードウェア及びソフトウェアを提供し,効率的なネットワニクシステ

ムの構築ができるようにしている｡

"HNA''によるネットワークシステムでは,ネットワーク資源(端末及び回線)の共

用が可能とな-),1≠丁の端末かご〕システム内の必要とするDBが検索できる｡このよ

うなシステムの対象範阿の拡大に伴って,関連システム全体を一考一慮した標準化ある

いはシステム設計が必要となる｡

この論文では,ネットワークシステム設計に当たって,標準化すべき項目につい

て述べる｡

q 緒 言

コンピュータ利用技術の著しい発達により,オンライン化

が様々な分野で進められている｡対象範囲も業務別のオンラ

イン化に始まり,業務部門の多様な要求に応じて佃別システ

ムの統fナ化あるし､は業務処理機能の分散化へと拡大され,ネ

ットワークシステムとして実現されつつある｡

``HNA''("HitachiNetwork Architecture'')は,これら多様

化するユーザ【のニーズにこたえてネットワ【クの体系化,

標準化を図ったものであI),次に示すような利ノ〔㌧をもってい

る1)｡

(1)ネットワーク資源(端末,回線)の有効利用

(2)ネ､ソトワーク構成からの応用プログラムの独立件

(3)オンライン業務の追加,変更の答馴隼

(4)信根性,保守性の向上

"HNA”によるネットワーークシステムでは,端末からシステ

ム内の必要なDB(Data Base)をタイムリーに検索でき,利用

者からは複数のコンピュータをあたかも一つのシステムであ

るかのようにみなすことができる(,そのたれ システム開発

面からみると検討項目が広範囲にわたることを意味してし､る｡

本稿では,ネットワークシステム開発に当たり標準化すべき

項目について述べる｡

8 マルチホスト形ネットワークの概要

マルチホスト形ネットワ【クは複数のホストコンピュータ,

端末群及びこれらを接続する回線により構成される｡端末の

利用者は榎数ホストにアクセスすることができ,アプリケー

ションプログラムを介してネットワーク内の必要なDBを検索

できる｡

また端末からの指示により,必要に応じてオンラインリア

ルタイム処手堅,及びTSS(Time Sharing System)会話形処

理が選択できる｡

このように,ネットワ"クシステムではネットワ【ク資源

(端末,回線)を共用することにより,榎数のコンピュータに

分散された業務処理機能あるいは業務に適した処理形態を効
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図l マルチホスト形ネットワークシステムの例 端末からネット

ワーク内の必要なデータベースを検索でき,オンラインリアルタイム処理及び

TSS会話形処至里が選択できる｡

果的に利用することができる｡図=ニマルチホスト形ネット

ワークシステムグ)構成例を示す｡

田 ネットワークシステム設計上の要件

ネットワ【クシステムを設計するには当然のことながら,

その特性を十分考慮することが重要である｡特に,システム

設計,テスト及び運用の基本となる項目について,関連シス

テム全体として標準化を図っておかなければならない｡

それにはまずネットワーークシステム内に存在する資源を,

共有資糠と各サブシステム固有の資掛こ分けて考える｡各サ

ブシステム固有の資源は,それぞれ独自に管理されていても
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表l ネットワークシステムにおける検討項目一覧 マルチホスト

形ネットワークのシステム開発に当たって重点項目と考えられるものを,フェ

ーズ別にまとめたものである｡

フェーズ 大 項 目 項 目

設 計

システム賛…原のコード化

(= ノード名称

(Z)セッション構成

(3)論理端末名称

(三二三:表芸空言子)
(4)トランザクションコード

(5)AP(AppllCaい0nProgram)名称

(6)画面名称

(7)データベース名称

障 害 対 策

(l)障害発生時の処理手順

(2)バックアップ

(3)ステータスの保持

(4)回復手順

(5)ホストコンピュータ間のプロトコル

性 能 評 価

(りトランザクション数

(2)処理能力

(3)Ⅰ司線能力

共有賛;原の一元管理

(り 画面定義

(2)データベース定義

(3)プログラム定義

(4)ADMシステム定義

(5)VTAM,NCP定義

テ ス ト

開 発 時 (l)ネットワークシミュレータ

稼 動 時

(り システム稼動後のAPテスト方法

(2)他ホストコンピュータとの同期方法

(稼動日･テスト方法)

運 用

体 制 と 基 準

川 ネットワーク管≡哩部門の設定

(2ト稼動日,時間帯の相】蓋を考えた機能分担

(3)統一基準の設定と維持

システムの変更管理

(i)システム定義変更

(2)ライブラリの同期

(3)DBの同期

稼 動 評 価
川統計情報の収集分析方法

(2)ボトルネックの検出

寺彙 作 性
=)端末操作の統一

(2)端末出力メッセージの統一

注:略語説明 ADM.VTAM,NCPについては.3章本文参照｡

D B

C P U

C C P

よいか,共有資i原はシステム全体で一元化して運営できるよ

うに維持,管理されていなければならない｡更に,システム

開発の設計,テスト,運用の各フェーズでの基準の設定と標

準化を,従来の個別システム中心からネットワークシステム

全体へと拡大して考える必要がある｡

"HNA''ではネットワ【クシステムを構成する要素として,

通信管理7(ログラムであるVTAM/NCP(VirtualTele-Com-

munication Access Method/Network ControIProgram)と,

オンラインサポート用ソフトウェアとしてADM(Adaptable

Data Manager),TMS(Transaction Management System),

TCS(Transaction ControISystem)などがあり,目的に応じ

て選択できる｡以下,VTAM/NCPとADMを例にとり,シス

テム開発の各フェーズ別にみた検討項目を表1に示し,この

なかの主なものについて述べる｡

3.1 システム資源のコード設計

ネットワークシステムでは,システム資†傾がそれぞれに付

加された名称(コード)で管王翌される｡そこでシステム資i原の

コ【ド設計は,開発,運用面からも非常に重要であり,二大に

示す配慮が必要である｡

(1)ネ･ソトワ【ク全休でユニークであること｡

(2)将来の拡張性が考慮されていること｡

以下に,システム資i原に対するコードの定義概要と考膚点

について述べる｡

3.l.1 VTAM/NCPの定義

VTAM/NCPではデータセットVTAMLST及びNCPジェネ

レーションで､図2に示すような各ノードに対してノード名

の定義を行なう2)｡

(1)各オペレ【タが取り扱いやすいノード名

ネットワーク管理者がネットワークの監視,特に障害発生

時の切分けにノード名か重要なポイントになる｡そのほかに

ホストオペレータは各ノードの起動及び停止に,端末オペレ

ータはセッション1升替えのためのLOGON/LOGOFFに使用
する｡

(2)拡張性のあるネットワークアドレス

ネlソトワークの拡張性,例えばコンピュータ,通信制御装

帯の子i数などネットワークの鼓大構成を検討し,余裕のある

ユーザープログラム主ノード名⑧
他ホスト主ノード名⑪
プログラム名④
DB名④
トランザクションコード④
画面名称④

(NCP主ノード名⑨)

D B

C P U

C C P

端末システム 端末システム

(′■■■■■＼回線ノード名⑨

ラ
末
理

ク山囁論スタ名句)
ド名⑪④
名④
一末ノ端

端末システム 端末システム

注し略語説明など

雀Ⅹ古郡Å㌫浣,J浣諾芯㌶…F;怨讐芸誹詣深雪定義文･NCP(NetworkConl｢0■Program)ジェネいションで定義する0

図2 ネットワーク資源の定義項目概要 ネットワーク資源はVTAM構成定義文.NCPジェネレけション,ADMシステム定義で定義する｡
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アドレス体系とする｡

3.1.2 ADMの定義

ADMでコード化が必要とされるシステムう守iJま;ミを図2にホ

す3)｡

(1)論理端末名とノード名の結び付け

論理端末名にはネットワーク管理布から上端末ノード名との

結び付けの容易性が,アプリケーションプログラムの開発者

からは端末の所属及び主要用途が明確に判断できるコ【ド体

系か要求される｡

(2)各コード間の関連ノ性

DB壬ユ,トランザクションコード,プログラム名及びⅠ由佃i名

称は,図3に示すように洩こ接な関連をもっているので,各コ

ードはどのADMシステムに属Lているのか判定でき,各コー

ド間の関連性が把握しやすい体系になっているグ)か望ましい｡

3.2 システム資源の管王里

システムデモ柑と各コ∽ドは,通信管理オンラインサポート

r｢いノフトウェアの定義情報,あるいはライブラリとして管理

され使用される｡これらの共有賓描ミは,ネットワーク内の各

サブシステムかご)共通に利用されるため,ネットワーークを連

用してゆくにはシステムヂ巨源の管理が苺要な課題となる｡

次に,システム資柑を効率よく管理するためク)巧‾宙点につ

し､て述べる｡

(1)ネlソトワーク構成完三義情報の整合性

ネソトワーク構戌は,図4に示すように各サブシステムで

VTAM/NCP,ADMで層別に完三義される｡このため,同一の

資i悦に対しては,各サブシステム間でのち王義情報が一:枚して

いなければならない｡

二れらの定義情報により,システム内は名称(コード)で端

末,回線などの資i悦を認識でき,共有化とともにアプリケ=
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図3 ADMによるネットワーク資源定義の概要 ADMで定義する

ネットワーク賛〉原とADMの各定義の関連を示す｡
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図4 ネットワーク資三原とサブシステム間の定義の関連 ネット

ワークを構成Lている各種資…原はサブシステム間ばかりでなく,サブシステム

内のADMとVTAM/NCPによって層別に定義される｡

ションプログラムと構成のう虫滋二性を保つことができる｡例え

ば,テ【タ壷の増ノJ附二伴い[司線を増設した場合,定義情報だ

けの変■吏で対処できアプリケーションプログラムの修正は不

要となるr.)

(2)共用ライブラリのバージョン管理

挿j何編菓情報及びプログラムといった資手原は,ライブラリ

として存存し,ネットワ【ク内で共用して使用されるものは

同一の資源が各サブシステムに配布され,共用ライブラリと

して管〕理される｡L/二がって,ネットワ【ク共同ライブラリ

に対Lては,バージョンの管理と追加,変更時には各サブシ

ステムで使用している共用ライブラリを同時に修正する方式

か必要である〔,

3.3 テ ス ト

マルチホスト形ネットワークシステムのテストは,シング

ルホスト形システムのテスト項目に加えて,コンピュータ間

の送･′受イ言に関連するテスト項目が必要となる｡計画段階で

これらの項目を加味して,十分なテスト期間をとっておくべ

きである(,

テストに対する考慮点を,初期テスト､運用テスト及びシ

ステム稼動後の3段ド皆に分けて述べる｡

(1)納期テストfjび皆

初期のテスト段階からシステム稼動時の機器構成を使用す

ることは,テスト効率の面からも好ましくない｡したがって,

1台のコンピュータで複数のOS(Operating System)を同時

に稼動させることができるVMS(VirtualMachine System)

やネットワークを1子iのコンピュータのり1でシミュレートす

るNESS(Network Simulation Support)などを有効に利用し

て,可能な限り多くのテスト項目を消化する｡

(2)運用テスト段階

マルチホスト形システムは,通常大規模なシステムが多く,

ネットワ丁ク管理者を中心とする運鞘体制も大規模なものと

なる｡したがって,ハ【ドゥェア,ソフトウェアのテストに

加えて,開始,終了,障害回復を中心とし,運用訓練も含め

たテストが大きな比重を占める｡

(3)システム稼動後
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ハードウエアの変更

_･端末Cの増設'

業務の変更

･プログラム2の増加

･データベースyの追加

瑠
国‾‾
国′′
端末A･

-(コ
注:---一 茂に定義されている資源の関連

---■ 変更を要する資源の関連

コンピュータ工

資源の定義情報

端末定義パラメータ

′

プログラムライブラリ

コンピュータⅠⅠ
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端末定義パラメータ

百
プログラムライブラリ
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図5 システム資源の変更例 ネットワークシステムでは,ハードウェア構成,業務プログラム,データベースの追加,変更に伴って,各ホストコンピュ

ータで保持Lている定義情報の更新が必要となる｡

通常システム建設は段階的に行なわれ,第1段帽･のシステ

ムが稼動に入っても,第2段階のシステムはテスト中である

ことが多い｡二の場合,一つのネットワ【クシステムの中に

稼動システムとテストシステムか共存することになり,テス

トの障害が稼動システムにまで影響を与えることになりかね

ない｡

このような障害を防止するため,計画段階で以下の検討が

必要である｡

(a)稼動システムと並行して実行できるテストツーール

(b)稼動システムへの組込み方式

(4)そ の 他

テスト中及びシステム稼動中に校数ホストに関連する処理

で障害が発生した場合,障害の切分けが困難となる｡障害切

分けを容易にするためには,各椎のトレース機能を組み込ん

でおくことが有効である｡

3.4 システムの運用

マルチホスト形ネットワークは,通常複数のコンピュータ

センタ間を接続しており,それぞれの運用条件が異なる場合

が多い｡しかし,あたかも一つのシステムとして稼動させる

ためには,一定の基準による懲合性のとれた運用が要求される｡

運用基準を設定するための具体例を以下に挙げる｡

(1)システムの稼動基準

(a)稼動日と運用時間借の調整

本社部門と工場部門のように,事業所間で稼動日あるい

は始業･終業時間が異なる場合は,センタ相互の稼動条件,

業務運用条件とを勘案した運用時間借の設定が必要となる｡

(b)時刻の統一

ネットワークシステムでは,コンピュータ間でデータの

送･受信を行なうため,障害対策の面からコンピュータで
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管理Lている時刻の統一が要求される｡通常,二の時刻は

運転開始時オペレ【タのキーイン操作により設定されるが,

コンビュ一夕和互問のばらつきをなくすためハードウェア

による時刻設定が考えられる｡

(2)資源の変更管理

システムの様垂わ後端末,回線の増設あるいはDB,アプリケ

ーションプログラムの迫力Ilなどのシステム資i傾の変更が発生

する｡ネットワークシステムでは,これらの変更と同期して,

各コンヒュ一夕で管理Lているシステム資源の定義情報を更

新し維持する必要かある｡図5にシステム資源の追加と定義

情報更新の関連例を示す｡

【l 結 言

以上,ネットワークシステム開発上の要件について,標準

化すべき項目を中心に述べた｡複数のコンピュータをほとん

ど意識することなく,ネットワークシステムを開発するには,

分散DB技術の確立,高速伝送方式の普及などが今後の課題

となるであろう｡ネットワークシステムの普及が適用分野の

拡大に大し､に寄与するものと思われる｡
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